
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茨 城 支 部 便 り 

第 ８２ 号 

２０２３年１月２０日 

編集兼発行人 

谷口 正俊 
 

HITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHIHITACHI 

新年を迎えて 
れています。今年こそはコロナ、インフルエンザに負
けることなく、明るい年にしたいものです。会員の皆
様並びにご家族皆様のご健勝とご発展をお祈り申し
上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。      支部長   住川 雅晴 

明けましておめでとうございます。
ご家族皆様お揃いで明るい新春をお迎
えのこととお慶び申し上げます。 

昨年は、引き続きコロナ対策に振り
回された１年でした。感染予防を徹底

しながら同好会をはじめ各種のシニア活動を積極的
に展開していただきました。また、世界の強豪チーム
であるドイツ、スペインに勝利したサッカーワールド
カップでの日本チームの活躍に、日本中が湧いたのも
心に残る出来事でした。    
一方で、ロシアのウクライナ侵攻がもたらしたイン

パクトは強烈でした。人間の醜い権力欲を見せつけら
れたと同時に、日本の地政学的なあり方を突き付けら
れました。世界中からお金で何でも買える時代から、
必ずしも買えない時代に突入したのです。安全保障の
みならず経済的自立性が問われるようになったので
す。外交の努力でこれらの問題を解決するのは勿論で
すが、今や日本の経済的自立能力をどうやって確かな
ものにするかが重要になってきました。そのためには
先ず、我が国の潜在的資源を有効に活用することに目
を向けることが大切です。森林・耕作地の再開発、世
界第６位で国土の約 10 倍の広さを誇る排他的経済水
域での資源開発など、長期的ビジョンに基づいた戦略
的開発が求められています。次の時代を担う若者たち
へ残すべき財産を構築する手立てに今から着手して
おくことが求められています。 
今年の干支は葵卯(みずのと・う)です。これまでの

努力が花開き、実り始めるという縁起の良い年と言わ

茨城支部からのお知らせ 

① 第 72 期第１回日立社友クラブ理事会報告 
・会員候補者から 78 名が入会を承認され、本部会員

総数は 7,515 名となった。 
② 2022 年 12 月茨城支部役員会報告 
・住川支部長は今年度をもって支部長を退任し、新支

部長に田中幸二氏が就任される。 
・支部入会申込者６名の入会が承認された。 
・支部会員は 950 名(2022 年 12 月時点)となった。 
 会員募集活動を支部全体で取り組む。 

茨城支部総会のご案内 
2023 年度第 121 回茨城支部総会の開催を以下に予

定しています。 
・期日：2023 年 5月 26 日(金) 10:00～12:00 
・会場：ホテル天地閣 

新型コロナウイルスの感染状況により変更になる
場合があります。詳細内容は後報します。 

碁石ヶ浦の初日の出 
撮影者：大津 博昌 
撮影日：令和４年 1月 1日 
撮影場所：日立市碁石ヶ浦 
撮影余話：読売新聞の｢よみうりタウンニ
ュース｣には茨城県郷土の各種ニュース
が掲載されている。その中に茨城県の初
日の出の名所が数か所載っていた。その
中の｢鵜の岬の碁石ヶ浦｣も最近有名にな
って多くの方が初日の出を拝みに来ると
言う。私の家から一番近いので暗いうち
に出かけたが駐車場は殆ど満車で駐車に
苦労した。撮影場所にはたくさんの方が
おり、撮影場所確保に苦労した。近くで
はご来光と同時に鏡開きも行われ賑やか
でした。 

｢理科室のおじさん｣急募 
日立理科クラブからのお願いです。 
週２日間ほど、日立市内の小学校へ出向いて、理科

授業の先生のお手伝い(準備・整備・後片付け)をして
いただける方を募集しています。｢子ども好き・科学
好き・モノづくり好き｣な方、是非お願いします。 

 連絡先：日立理科クラブ 担当：畑山･河野 
            TEL･FAX:0294-24-3104 

E-Mail: hsc-rikakurabu@net1.jway.ne.jp 

日立社友クラブ茨城支部ホームページ  http://shayuu-iba.la.coocan.jp/ 
日立理科クラブホームページ          http://www.hitachi-rika.sakura.ne.jp/ 
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自家製本作りからフォトブック作りへ 
楽しく、早く、簡単に        横須賀 元也 

会員投稿 (第８２回 ) 

回
忌
の
法
要
に
招
待
さ
れ
た
時
で
あ
っ

た
。
久
し
振
り
に
逢
う
従
兄
弟
の
４
名
と

そ
の
配
偶
者
と
旧
交
を
温
め
昔
の
思
い
出

な
ど
の
話
が
弾
ん
だ
が
、
従
兄
弟
の
子
供

た
ち
夫
婦
や
孫
に
当
た
る
そ
の
子
供
た
ち

と
は
殆
ん
ど
面
識
が
無
か
っ
た
。
祖
父
は

明
治
元
年(

1868
年)
生
ま
れ
で
現
在
の
令

和
４
年(20

22

年)

か
ら
１
５
４
年
前
で
あ

る
。
小
生
が
12
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
が

そ
の
面
影
な
ど
は
今
で
も
覚
え
て
い
る
。

し
か
し
平
成
・
令
和
世
代
の
人
た
ち
は
遠

い
昔
の
先
祖
と
し
か
思
え
な
い
筈
で
あ

る
。
そ
の
若
い
世
代
の
人
た
ち
に
自
分
が

知
っ
て
い
る
祖
父
母
や
、
父
母
の
兄
弟
の

生
き
て
い
た
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を

伝
え
る
の
は
、
先
達
と
し
て
生
ま
れ
た
者

と
し
て
の
義
務
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。

そ
し
て
、
取
り
敢
え
ず
従
兄
弟
に
あ
た
る

父
の
兄
弟
の
子
供
た
ち
に
呼
び
掛
け
て
資

料
を
持
ち
寄
っ
て
貰
っ
た
。
集
ま
っ
た
資

料
は
手
紙
や
写
真
な
ど
予
想
以
上
に
多
か

っ
た
が
そ
れ
を
編
集
し
て
、
最
終
的
に
Ａ

５
用
紙
で
２
０
０
ペ
ー
ジ
ほ
ど
の
本
に
ま

と
め
、
親
戚
の
主
だ
っ
た
人
に
配
布
し
よ

う
と
考
え
た
。
部
数
は
15
部
か
ら
20
部
程

度
で
、
印
刷
屋
に
は
頼
ま
ず
に
自
分
で
や

る
つ
も
り
だ
っ
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
日
立
市

多
賀
駅
前
に
あ
る｢

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィN

ET

ひ

た
ち｣
(

略
称

Cn
et

ひ
た
ち)

と
い
う
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
に
所
属
し
、
茨
城
支
部
の
会
員
で

も
あ
る
Ｋ
さ
ん
か
ら
、｢Cn

et

製
本
工
房｣

を
設
置
し
、｢

パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
製
本
講

座｣

を
開
設
し
た
と
の
話
を
聞
い
た
。
そ
こ

で
何
回
か
メ
ー
ル
で
問
い
合
わ
せ
、
平
成

27
年
７
月
か
ら
講
座
に
参
加
さ
せ
て
も
ら

平
成

27
年(2

015

年)

春
頃
、
自
家
製
本

作
り
を
始
め
た
。
き

っ
か
け
は
昔
お
世
話

に
な
っ
た
叔
母
の
13

う
こ
と
に
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は｢

布
装
厚
紙

表
紙
の
製
本｣

と
い
う
本
格
的
な
も
の
で

あ
る
。
最
初
の
項
目
は
本
作
り
の
基
礎
と

い
う
も
の
で
、
ま
ず
原
稿
作
成
で
あ
る
。
以

前
か
ら
ブ
ロ
グ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
っ

て
い
た
の
で
、
ワ
ー
ド
で
の
原
稿
作
成
は

簡
単
だ
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
を
作

る
た
め
の
編
集
は
Ａ
４
用
紙
１
枚
の
表
裏

を
使
用
し
て
Ａ
５
用
紙
４
ペ
ー
ジ
分
を
印

刷
し
、
そ
れ
を
４
枚
合
わ
せ
た
16
ペ
ー
ジ

を
一
折
丁
と
す
る
と
、
２
０
０
ペ
ー
ジ
の

原
稿
は
12
半
の
折
丁
に
な
る
。
そ
の
後
綴

本
折
丁
作
り
、
糸
綴
じ
と
い
う
面
倒
く
さ

い
手
作
業
を
し
、
さ
ら
に
と
び
ら
や
目
次
、

遊
び
紙
な
ど
を
付
け
、
表
裏
に
布
装
厚
紙

表
紙
を
取
り
付
け
る
と
厚
さ
18
ミ
リ
の
立

派
な
本
に
な
る
。
自
分
一
人
で
は
上
手
く

い
か
ず
、
だ
い
ぶ
Ｋ
先
生
の
世
話
に
な
っ

た
が
、
何
と
か
平
成
28
年
７
月
に
完
成
で

き
た
。
表
題
は｢

往
時
渺
茫(

び
ょ
う
ぼ

う)
｣

と
い
う
白
楽
天
の
漢
詩
か
ら
と
っ

た
。
昔
の
こ
と
は

遠
く
霞
ん
で
お

ぼ
ろ
げ
で
あ
る

と
い
う
意
味
で

あ
る
。(

写
真
①) 

そ
の
翌
年
の
平
成
29
年
に
友
人
た
ち
の

要
望
も
あ
り
、
ま
た
折
角
手
作
業
で
完
成

さ
せ
た
自
家
製
本
作
り
の
や
り
方
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
よ
う
と
思
い
、
小
生
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
る｢

幕
末
の
水
戸
藩｣
と

い
う
天
狗
・
書
生
の
争
い
を
テ
ー
マ
に
し

た
内
容
の
も
の
を
選
び
、
２
冊
目
の
本
を

作
る
こ
と
に
し
た
。
前
回
作
成
し
た
時
の

費
用
は
、
当
初
の
銀
杏
ゴ
テ
や
糸
鋸
な
ど

の
用
具
購
入
費
用
が
１
万
２
千
円
か
か
っ

た
が
、
そ
れ
以
外
の
材
料
費
やCne

t

の
指

導
料
は
４
万
円
弱
で
１
９
０
頁
、
16
部
の

布
製
厚
紙
表
紙
の
本
が
作
れ
た
。
今
回
は

１
２
０
頁
、
12
部
作
製
に
し
た
の
で
、
２ 写真① 

万
円
程
度
で
作
れ
た
。
完
成
し
た
の
は
平

成
29
年
９
月
で
あ
る
。
こ
の
本
で
は
那
珂

湊
戦
争
、
部
田
野

原
の
戦
い
、
弘
道

館
の
戦
い
な
ど
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
郷
土
で
の
戦

い
の
事
も
記
し
た
。(

写
真
②) 

そ
の
翌
年
の
平
成
30
年
に
は
、
以
前
Ｈ

Ｐ
の
会
に
入
れ
て
頂
き
、
支
部
便
り
37
号

に
会
員
投
稿
と
し
て
発
表
さ
せ
て
頂
い
た

｢

奥
の
細
道
漫
遊
紀
行｣

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

と
い
う
ネ
ッ
ト
で
は
な
く
、
書
籍
と
し
て

残
し
て
お
こ
う
と
思
い
、C

net

の
お
世
話

に
な
り
な
が
ら
製
本
作
業
を
行
い
、｢

奥
の

細
道
漫
遊
紀
行｣

と
し
て
次
の
三
巻
を
製

本
し
た
。
11
月
に 

(

一)
 ｢

深
川
～
平
泉｣

、

翌
年
の
平
成

31

年
４
月
に 

(

二) 
｢

尿
前
の
関
～
市

振｣

を
、
令
和
元
年

10
月

に 
(

三) 
｢

越
中
路
～
大
垣

(

伊
賀
上
野
と
義

仲
寺
を
含
む)

｣

の

三
巻
を
同
じ
よ
う

に｢

布
装
厚
紙
表

紙
の
製
本｣

で
作

る
こ
と
が
で
き
た
。(

写
真
③) 

こ
れ
で
５
冊
の
書
籍
を
作
っ
た
こ
と
に

な
る
。
な
お｢

幕
末
の
水
戸
藩｣｢

奥
の
細
道

漫
遊
紀
行
全
三
巻｣

は
茨
城
県
立
図
書
館

に
各
１
部
ず
つ
贈
呈
さ
せ
て
貰
っ
た
。
し

か
し
本
作
り
の
最
初
の
原
稿
作
成
は
パ
ソ

コ
ン
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
る
要
領
で
で

き
た
が
、
次
の
製
本
作
業
と
な
る
と
手
作

業
が
多
く
な
り
、
作
業
が
進
ま
ず
だ
い
ぶ

苦
労
を
し
た
の
で
、
今
後
は
他
の
方
法
が

な
い
か
と
考
え
た
。
令
和
２
年
に
な
っ
て

｢
Cn
et

ひ
た
ち｣

の
Ｋ
さ
ん
か
ら｢

し
ま
う 写真② 写真③ 

に
掲
載
し
た
内

容
の
一
部
を
フ

ォ
ト
ブ
ッ
ク
と

し
て
残
し
て
置

く
積
り
で
、
す

で
に

20
冊以

上
作
成
し
た
。

次
の
写
真
は
そ

の
う
ち
の
一
つ

立
山
黒
部
ア
ル

ペ
ン
ル
ー
ト
の

表
紙
と
内
容
の

一
部
で
あ
る
。

(

写
真
⑤
、
⑥) 

横
須
賀
元
也
氏 

連
絡
先 

〒310-0841 

水
戸
市
酒
門
町5034-2 

電
話:029-232-0480

 

メ
ー
ル: m45miho@outlook.com

 

ま
プ
リ
ン
ト｣

と
い
う
会
社
で
、
フ
ォ
ト
ブ

ッ
ク
と
い
う
写
真
集
を
作
れ
る
と
い
う
話

を
聞
き
、
そ
の
会
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

調
べ
、
使
え
そ
う
な
感
触
が
あ
っ
た
の
で
、

｢

水
戸
偕
楽

園
の
四
季｣

と
い
う
Ａ
５

版
75
頁
の
フ

ォ
ト
ブ
ッ
ク

の
原
稿
を
作

り
申
し
込
ん
だ
。(

写
真
④) 

出
来
上
が
っ
た
フ
ォ
ト
ブ
ッ
ク
は
普
通

の
写
真
プ
リ
ン
ト
で
印
刷
さ
れ
、
装
丁
も

良
く
、
こ
の
ペ
ー
ジ
数
で
一
部
８
０
０
円

程
度
で
作
れ
る
と
い
う
し
、
経
済
的
に
も

負
担
が
少
な
い
の
で
、
今
後
は
こ
の
方
法

で
作
る
こ
と
に
し
た
。
小
生
は
、
令
和
５
年

は
90
歳
に
な
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
り
も
い

つ
ま
で
も
は
続
け
ら
れ
な
く
な
る
と
思

い
、
終
活
の
一
つ
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 写真④ 写真⑥ 写真⑤ 
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会員のたより  

同好会行事に参加して 

３ 

もく)を双方で交互に取り返せる形ができた時、取った
後、すぐに取り返してはならないルール。ほかの急所
に打って(｢劫だて｣という)相手がそれに応ずれば、そ
のあとで一目を取り返す。こうして劫争いが延々と続
く。どこの場面で解消するかの判断が勝負のカギとな
ります。今後囲碁を楽しむためにも精魂込めて戦える
健康の維持に努めたいと思います。 
 この会では昼食時、近くの中華料理店でランチに舌
鼓し会員同士のよもやま話に時を忘れてしまいます。 

「囲碁の会」         七海 清 

勝田囲碁は 2002 年９月から月１回開催
しています。私は当初からほぼ 20 年間継
続して参加しています。囲碁の魅力は奥が
きわめて深いことです。たった一手で局面

が変化して景色が、まるで変ってしまいます。また囲
碁独特の劫(こう)というルールがあります。一目(いち

「研修会」        石田 和夫 

た 研修会は令和元年 10月の第 82回研修会
｢つくば学園都市｣を最後に３年間中断し
ています。新型コロナウイルスの感染拡大
によるもので、特に第 83 回｢福島第 1 原子

力発電所｣はバス満席の 44 名以上の参加申し込みを頂
きながら、直前に中止せざるを得なかったことは残念
でなりません。最近は政府もウイズコロナに方針を変
更したので第 84 回｢烏山･馬頭｣を計画しましたが、世
話人を除く参加申し込み者が 10 名以下で第８波の流
行も考慮して中止としました。私が代表世話人をやら
せてもらった平成 24～28年の 20回、毎回 40 名以上参
加の研修会を懐かしく思い出しながら、コロナ終息後
の研修会はどうなるんだろうと危惧しています。同好
会会員の減少、参加常連者の高齢化などの問題を抱え
ています。｢若さの秘訣、知的好奇心｣をスローガンと
する魅力ある研修会の計画が大きな課題です。 

「ＰＣ専門講座」        奥村 清 
 最初に長い間パソコン専門講座の代表世
話人でした安田出さんのご冥福をお祈りい
たします。 
 私がパソコン専門講座に入会したのは平

成 27 年 10月の『続 Photoshop Elements13講座』の第
２回講座からでした(Photoshop Elements(以下 PS)13
は写真関係のソフトです)。途中からの参加可否を安田
さんに問合せし安田さんに入会を認めてもらったこと
が昨日のようです。PS13の講座開始からは約１年遅れ
での途中参加でした。しかも私が購入したのはバージ
ョンアップした PS14でしたので、途中からの参加かつ
13 と 14 の相違で講座についていくのが大変でした。
次は同じく写真関係のソフト Lightroom の講座でこれ
にも参加しました。その後 OneNote2016 講座などと続
き、プログラミング言語の Python講座が最後になりま
した。 

リレー随筆（８２） 

勝田パソコン２１年の歩み 
                 佐々木 六漏          

 

何代も変わったことが、そのことを難しくしました。
2001 年 Win.XP、2006 年 Win.Vista、2009年 Win.7、
2012 年 Win.8、2015年 Win.10となり、このことによ
りパソコンやソフトが変わり翻弄された 21 年間であ
ったと思います。パソコンが変わった時のデータの保

｢勝田パソコン何でも講座(以下勝田
PC)｣は、2002 年発足し、渡部さんが講師
を務めて水戸・勝田地区の支部メンバー
に｢パソコンに関する何でも相談｣に応
じてきました。場所は、ひたちなか市の
HIMEC パソコン教室を使用して開始し、

2007年４月からワークプラザ勝田に移転して現在に至
っています。 

存の仕方については、反省しきりです。 

勝田 PCの歩みをフォトブッ
クにしたのは、メンバーの横
須賀さんがフォトブックを紹
介されたのがきっかけでし
た。21 年間に亘る歴史を振り
返っていくとなりますと、ま
ずその間の写真が必要です。
最近の10年間の写真は何とか
整理されていましたが、それ
以前はできておらず、いろい
ろな保管場所から探す作業か
ら始めました。特にWindowsの
バージョン変遷でパソコンが

21年間にもなりますと、悲しい別れ、年齢でやめざ
るを得ない方、この地から離れられる方や興味がなく
やめられる方、また途中で参加される方などその動静
は本当に様々です。しかし、その中にあっても最初か
ら参加されている方も多数おられます。パソコンのこ
ともさることながら仲間との語り合いが楽しい。その
一つが新年会です。さらには、Windows のバージョン変
遷によりパソコンやソフトが変わることが、続けざる
を得ない源泉にもなっていたと思っています。今回、
画像ソフトを使っての作業が多くなりましたが、以前
日立地区のパソコン教室で習得したことが作成に大い
に役立ちました。 

フォトブックを見た皆さんの感想は、懐かしいとの
想いです。新しいことへの挑戦も必要ですが、21 年間
の歩みを振り返って見るのも楽しくて良いものです。 

フォトブックの表紙 

2022 年８月の講座の様子 

2002 年当時の講座の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ名 連   絡   先  
実施予定日(曜日) 

場   所  時間  備   考  
２月 ３月 ４月 

野鳥･自然観察 
グループ 

石川 皓  0294-53-7064 
aishikajp@ybb.me.jp  
 

13(月)     涸沼 
  9:00～ 
12:00 

参加費：\300/回 
原則雨天中止 

 13(月)  高戸海岸 
  9:00～ 
12:00 

  24(月) 
奥久慈 
憩いの森 

  9:00～ 
 12:00 

囲碁の会 

真鳥岩男  0294-74-5285 
sp8k8z59@lake.ocn.ne.jp 

13(月) 
24(金) 
27(月) 

13(月)   
大会
24(金) 
27(月) 

10(月) 
24(月) 
28(金) 

大みか拠点 
9:30～ 
16:00 

参加費：\100/回 
大会：\1000 
 (昼食費含む) 

七海 清  029-273-8450 
fwny8718@nifty.com 

16(木) 16(木) 
20(木)
大会 

大島コミュニ
ティセンター 

 9:00～ 
参加費：\200/回 

大会：\700 

料 理 教 室 
並木慎一郎 029-283-1476 
s-namiki@themis.ocn.ne.jp 

27(月) 27(月) 24(月) 
らぽーる 
ひたち 

 9:45～ 参加費：\1500/回 

卓球クラブ 
村上勝雄  0294-24-2430 
mkattyan@net1.jway.ne.jp 

1,8, 
15(水) 

1,8, 
15(水) 

5,12, 
19(水) 

会瀬体育館 
  9:00～ 
 12:00 

参加費,会場費等 
まとめ：\4500/年 

デジカメ 
クラブ 

溝口忠憲  029-219-6576 
mizogut@beach.ocn.ne.jp 

6(月) 6(月) 3(月) 大みか拠点 
 10:00～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

写真五七五 
細江 徹  0294-42-9126 
tohru92@road.ocn.ne.jp 

3(金) 3(金) 7(金) 大みか拠点 
  9:30～ 
 13:00 

参加費：\300/回 
昼食別途 

PC
グ
ル
ー
プ 

基礎講座 
奥村 清 090-1252-7396 
kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

― ― ― 大みか拠点 
 9:30～ 
 15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

勝田地区 
佐々木六漏 029-275-2567 
sasak6318@nifty.com 

28(火) 28(火) 25(火) 
ひたちなか市
ワークプラザ 

 13:15～ 
 16:00 

参加費：\500/回 

専門講座 
奥村 清  090-1252-7396  
kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

― ― ― 大みか拠点 
 9:30～ 
15:00 

参加費：\1000/回 
昼食費含む 

 注）旅行会(連絡先；溝口忠憲)は開催が不定期なので、茨ネットを通じて開催をご案内しています。  

 

同好会の行事ご案内（２月～４月） 
２.第 92回歩こう会 
【宍戸の枝垂桜＆宍戸城跡を歩く】 
宍戸駅を出発し、駅付近に点在する寺の枝垂桜を

観桜して、その後江戸時代の宍戸藩の城跡を歩き、駅
へと戻ってきます。 
・開 催 日： ４月４日(火) 雨天 ４月 14日(金) 
・集  合：水戸線宍戸駅 午前 10 時 30分 
・コース  ：宍戸駅発→唯信寺→光明寺→完全寺→ 

飛龍神社→見晴公園(昼食)→高寅寺→ 
養福寺→圓通寺→龍穏院→末廣稲荷 
神社→城跡→宍戸駅着 
(多少の上り下りがあり 約 6.1km) 

・持 参 品：弁当、飲物、雨具、マスクなど 
・会 費：200円(非会員 500 円) 
・申込締切：３月 28日(火) 
・申 込 先：小野瀬 秀夫 

Tel/Fax :029-282-4124       
E-mail ：h1941.0830.onose@tenor.ocn.ne.jp 

 

1. 研修会 
研修会はコロナ感染症が終息するまで当面の間休

会とします。   
・問合せ先：奥村 清  

Tel  ：090-1252-7396  
Fax  ：0294-36-0308 
E-mail ：kiyoshi-okumura@net1.jway.ne.jp 

 
再開後の予定は下記の順で計画しています。 
１．東京電力福島第一原発、他 
２．電力中央研究所/塩原実験場、他 
３．国立印刷局(紙幣などを印刷）、他 

(お札と切手の博物館) 
 

３．定例行事予定一覧（開催日・場所・時間などは各グループより、別途茨ネット等により連絡いたします) 

訃 報 誠に残念ですが、苦楽を共にした次の 

方がお亡くなりになりました。 

小松﨑智行 令和 4年 08月 22 日 満 70歳 

萬田 格造 令和 4年 09月 14 日 満 86歳 

安田 出  令和 4年 10月 19 日 満 83歳 

菅原 寧  令和 4年 10月 25 日 満 96歳 

西野入一雄 令和 4年 10月 26 日 満 88歳 
  久野 勝邦 令和 4年 11月 17 日 満 82歳 
  今橋 孝行 令和 4年 11月 28 日 満 85歳 

編集後記 横須賀さんの自家製本作りの趣味、楽しそ
うですね。横須賀家の人々、幕末の水戸藩、奥の細道漫
遊記等、テーマ選びとその詳細調査、その分野に興味
を持ち精通していないと書けないですね。今後とも頑
張ってください。佐々木さんの勝田パソコン 21 年の歩
み、講座立ち上げ時からの渡部さんをはじめ関係者の
方々の強い熱意と執念に敬意を表します。｢パソコンを
通じての仲間との語り合いが楽しい｣、これが長生きす
る秘訣ですね。           谷口 正俊 

４ 


